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昭和大学歯学部医の倫理委員会承認の下行った(承認番号 2013-033 号)。 
【結果と考察】 
タンパク質の網羅的な解析の結果、乳歯と永久歯の存在比率が有意なタン
パク質を 165 種同定し、その内、82 種のタンパク質が乳歯 GCF で多く、
76 種のタンパク質が永久歯 GCF で多い傾向を示した。乳歯 GCF は好中
 球や細胞由来のものが多く，永久歯 GCF は血漿や免疫グロブリン由来の







歯の歯肉溝においても NETs 形成がみられることが示唆された。 
